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きらめき　ひろがる　有田川

今月の主な内容
P６	 有田川町プレミアム商品券　予約受付開始
P16	 子育て応援商品券給付
P18	 児童手当現況届、届け出のお願い
P21	 住宅耐震診断しませんか？
P22	 Sweet 10 Aridagawa 2015
	 in かなや明恵峡温泉　開催！
P23	 区長名簿



ゴールデンウィーク in ALEC
ま ち の わ だ い

5 月 2 日（土）～ 6 日（水）の 5 日間、地域交流センター ALEC にてイベントが開催されました。
ふしぎアート展や、フリーマーケット、地元バンドの演奏、オレンジライフの子どもまつりなど、各

種催し物のほか、約 300 匹のこいのぼりにたくさんの方が集いました。
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生石高原 山開き
ま ち の わ だ い

4 月 29 日（水）、関西の避暑地として知られる県立自然公園「生石高原」では、登山者の方々の安全
を願う山開き神事や餅投げ、吉備福祉太鼓による太鼓演奏のイベントが行われました。

3 月に行われた山焼きから一変、春の陽気に包まれた生石高原。これからの季節、ピクニックや山歩
きなど、訪れてみてはいかがでしょうか？
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棚田ウォーク in あらぎ島　2015
今年で７回目となる「棚田ウォーク in あらぎ島」。
４月 25 日（土）、参加者は春の陽気に包まれて、日本の棚田百景に選ばれているあらぎ島周辺を約７km

散策しました。さらに、保田紙を使った行灯作りやうちわ作りを体験したり、三田の蔵王権現社の会式に参
加しお餅まきを楽しみました。最後に、参加者はもち花ももらい、有意義だったと喜んで帰路に就かれました。

ま ち の わ だ い
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平成 27 年　春の褒章
黄綬褒章（農業関係）

4 月 29 日（水）、関西の避暑地として知られる県立自然公園「生石高原」では、登山者の方々の安
全を願う山開き神事や餅投げ、吉備福祉太鼓による太鼓演奏のイベントが行われました。

3 月に行われた山焼きから一変、春の陽気に包まれた生石高原。これからの季節、ピクニックや山歩
きなど、訪れてみてはいかがでしょうか？

第5回　有田川町ソフトボール大会

　和歌山特報社からの贈呈

ご受章おめでとうございます

岩倉　常寛さん

平成 27 年　春の叙勲
瑞宝双光章（消防）

谷　豊一さん

和歌山市で活動している「音知倶楽部」「和歌山県民唄
のボランティアの会」よりご依頼を受けた和歌山特報社様
より、「有田川町の未来の子供たちや、福祉の増進のため
に利用してほしい」と、金５万円を贈呈いただきました。
ありがとうございました。

4 月 26 日（日）に明恵の里スポーツ公園グラウンドにおいて、字および事業所対抗によるソフトボー
ル大会が開催され、天満区が 3 連覇を達成しました。（男子 9 チーム参加）

【男子の部】
優　勝　天満
準優勝　賢
３　位　植野、明王寺

写真は優勝、準優勝チーム。
おめでとうございます！

ま ち の わ だ い
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企画財政課よりお願い
住民アンケートのご協力をお願いします

（アンケートが届いた方のみ）

なんと 20％お得！発行総額 6,000 万円

有田川町プレミアム商品券
―平成 27 年 7 月 1 日より販売開始―

事前予約受付　6月 1日（月）～ 6月 17日（水）
■受付場所／有田川町商工会
■受付方法／電話（52 － 6820）・FAX（52 － 2999）・窓口にて

販売価格　1 セット 10,000 円　※ 1 人 5 セットまで

1 セット
1,000 円券 12 枚入り

共通券（大型店・一般小売店、どちらでも使用できます） 5 枚

専用券（一般小売店のみ、使用できます） 7 枚

※予約時に、住所・名前・セット数・電話番号・引き換え場所（有田川町商工会（本所）・
金屋支所・清水支所）をお申し出ください。

※事前予約で発行額に達したときは、当日販売は行いません。

目的

対象

期日

住民の皆さまからまちづくりに関する意見や要望を広くお聞きし、
有田川町総合戦略の策定や第２次長期総合計画の策定に反映します。

有田川町内に住む 18歳以上の方から、
無作為に抽出した2,000人を対象としています。

アンケート調査期間は６月上旬から６月末日まで。
調査は郵送（無記名）で行います。

有田川町商工会・有田川町からのお知らせ

総合戦略とは、「長期ビジョン」を踏まえ、2015 年度を初年度とする今後５カ年の政策目
標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめたものです。
長期総合計画とは、地方自治体が策定する自治体のすべての計画の基本となる、行政運営の
総合的な指針となる計画です。

問い合わせ／有田川町役場　吉備庁舎　企画財政課
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
徘徊時の捜索
ネットワーク

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の 2 カ所で介護予防などの相談に
応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　6月15日（月）
　　　　10：30〜 12：00ころ
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽にご参加ください！

認知症の高齢者の方が行方不明になる事態に備え、湯浅町、広川町、有田川町の 3 町と湯浅警察署が情
報を共有し、早期発見につなげる「要援護者 SOS ネットワーク事業」を 4 月から開始しました。

認知症はひとごとではなく、誰にでも起こりうる自分ごとです。住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、
地域の人のつながりや支援が必要です。

事前に登録された個人情報は、適切に管理し行方不明になった場合には、早期発見できるよう協力機関と
も連携します。お問い合わせは、お近くの地域包括支援センターまでお願いします。

　　　　～認知症になっても安心して暮らせるまちづくりのために～

 有田川町要援護者 SOSネットワーク事業

日時／ 7 月 4 日（土）　14:00 ～ 15:45　（13:30 から受け付け）
場所／有田市文化福祉センター大会議室
内容／「自分らしく最後まで生きるために」　安川診療所　安川　修　先生
■お問い合わせ／桜ヶ丘病院　在宅医療サポートセンター　担当／山田　0737-83-0078

『在宅医療市民講座』 参加費
無料

長寿支援課内
地域包括支援センター
５２－２１１１（代表）
事前登録受付・啓発・連絡

事前登録 

総務課（吉備庁舎内）
５２－２１１１

ＳOＳ届

情報伝達 

湯浅警察署生活安全刑事課
６４－０１１０

連絡

連絡

町内ＳＯＳネット
ワーク登録事業所

防災無線 

協力要請
情報提供 

捜索依頼

管内市町村

情報伝達 

捜索依頼

事前登録 

協力要請 

情報伝達 

捜索依頼

家族・住民
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健康みちしるべ

6
月
4
日
か
ら
10
日
は

「
歯
と
口
の
衛
生
週
間
」

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

歯
の
「
3
つ
の
働
き
」
は

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

皆
さ
ま
は
、
歯
が
ど
ん
な
働
き
を
し
て

い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

歯
に
は
大
き
く
分
け
て
、

①
食
べ
物
を
か
み
砕
く
（
そ
し
ゃ
く
）

②
発
音
を
助
け
る

③
顔
の
形
を
整
え
る

と
い
う
3
つ
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
働
き
は
、
ど
れ
も
健
康
な
生

活
を
し
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
こ
と

で
す
。

お
い
し
く
か
む
た
め
に
は
、

歯
は
「
20
本
以
上
」
必
要

歯
が
20
本
以
上
あ
る
人
は
、
年
齢
を
問

わ
ず
健
康
状
態
の
よ
い
人
が
多
く
、
特
に

高
齢
者
で
は
、
行
動
範
囲
も
広
く
、
ど
こ

へ
で
も
出
か
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
健
康
な
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

一
生
、
自
分
の
歯
で
食
べ
る
た
め
に
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
生
涯
を
通
じ
た
歯
の
健
康

づ
く
り
で
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
年
齢
に
な
る
方
は
、

歯
周
疾
患
検
診
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す

・
対
象
者
／
今
年
度
40
、
50
、
60
、
70
歳

に
な
る
方

・
検
診
料
／
無
料

（
※
検
診
以
外
の
治
療
に
か
か
っ
た
費

用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

・
受
診
で
き
る
医
療
機
関
／
和
歌
山
県
歯

科
医
師
会
に
加
盟
し
て
い
る
歯
科
医
院

対
象
に
な
る
方
に
は
、
誕
生
日
を
迎
え

た
翌
月
に
、
受
診
券
を
兼
ね
た
ご
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て
支援センター
だより

子育ては楽しいけれど悩むもの。
ほっとルームやあそびのひろばで
何かヒントが見つかるかも…♪
一人で悩まず気軽に遊びに来てね。
楽しいおもちゃもたくさんあるよ！

子育てワンポイントアドバイス
やさしい言葉はやさしい心を育てます。
笑顔で子育てを楽しみましょう。

開　　設　　日

子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半
奇数月の第1金曜日（午前中の

み）

1歳半〜就学
前

偶数月の第2金曜日（午前中の
み）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

6月 9日（火）午前のほっとルームは、保育所
行事のため、お休みします。
■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎090-7966-1697　　52-5474［FAX兼用］
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 2日（火）	8:00 ～／大谷公民館
	 9:30 ～／水尻公民館

　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 7日（日）	8:00 ～／きび保健福祉センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

6 月 15日（月）	8:00 ～／三田活性化センター
	 9:00 ～／沼谷区集会所

　特定・胃・大腸・胸部・前立腺

6 月 19日（金）	8:00 ～／安諦地区基幹集落センター
	 9:00 ～／久野原消防詰所

　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 21日（日）	8:00 ～／金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 22日（月）	8:00 ～／下湯川ふるさと村
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺

	 10:00 ～／東大谷生活改善センター

　特定・大腸・胸部・前立腺

6 月 26日（金）	8:00 ～／楠本区民センター
	 9:00 ～／沼区民センター

　特定・胃・大腸・胸部・前立腺

7 月 1日（水）	8:00 ～／石垣公民館
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 2日（火）清水保健センター
6 月 3日（水）金屋文化保健センター
7 月 1日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00～21:00】6月 11日（木）チェアーエクササイズ

【14:00～15:00】6月 26日（金）骨盤調整体操

粟生小学校体育館
【19:30～20:30】6月 4日（木）チェアーエクササイズ

【19:30～20:30】7月 2日（木）チェアーエクササイズ

清水会館
【14:00～15:00】6月 18日（木）チェアーエクササイズ

■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況	 ※累計は 4 月（26・27 年度）

区　　分 国民健康保険
加入者数（27 年 3 月末） 9,075 人

4 月支払額 2 億 8,052 万  円
累計 37 億 7,077 万  円

1 人当たりの医療費（3 月） 30,911  円
25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円
25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　6月 1日（月）／清水保健センター
　6月 4日（木）／金屋文化保健センター
　6月 11日（木）／金屋文化保健センター
　6月 18日（木）／金屋文化保健センター
　6月 25日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診［平成 27年 2月生まれ］
　6月 23日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
10 カ月児健診［平成 26年 7月生まれ］
　6月　2日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
1 歳 6カ月児健診［平成 25年 10月生まれ］
　6月 17日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
2 歳児健診［平成 25年 3月生まれ］
　6月 24日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診［平成 23年 11月生まれ］
　6月 10日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

6 月　1日（月）　「絵本の読み聞かせ」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

6 月 16日（火）　「七夕かざり」
■場所／清水保健センター

医療費は年々増えています。そのうち、自己負担額を除いた分の約
3割は国保税で、残りの国県町負担となる7割も本を正せば私たち
の税でまかなわれています。医療保険制度を守り、税負担を少なく．．。
私たちのちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回
受診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～11:00
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

新しい年度のスタート！

石垣小学校西ケ峯小学校

スクールバス（鳥屋城小学校）

子どもを守る日（役場前）

1年生の保護者対象で給食試食会を
行いました。まだ始まったばかりですが、
準備も上手にできるようになってきまし
た。おうちの人と一緒に食べるといつも
の給食とまた味わいが違い、おいしくい
ただきました。

天空の下、真新しいランドセルを背負っ
た新 1年生 2 人が、期待を胸に元気よく
登校しました。また、新たに校長先生を
迎え新体制でスタートします。

地域の皆さまの応援と見守りをお願い
いたしします。

粟生小学校の休校に伴い、スクールバ
スの路線に役場前コースが新たに加わり
ました。同校区の児童生徒が乗車し、元
気に登校しています。

交通安全や防犯の取り組みとして、交
通指導や声かけを行いました。年間 4 回
の実施を予定しています。ご協力いただ
いた皆さま、ありがとうございました。
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

JR藤並駅 2階
「ちいさな駅美術館 ～Ponte del Sogno～」
星野イクミ 原画展

6 月 2 日（火）～ 6 月 30 日（火）
「へんしんねこくろちゃんと
星野イクミさんのおはなし会」

◇日程／6月13日（土）13:30～
◇定員／50人（先着順）
◇受付場所／ちいさな駅美術館
　　　　　（電話申し込み可）
◇募集期間／5月23日（土）～

鈴木翼
ファミリーコンサート

7月4日（土）
◇開演／13:30
◇場所／金屋文化保健センター

　大ホール
◇定員／200人（先着順）
◇6月13日（土）～
　町内各図書館にて整理券配布

一 般 書
　小　説　

「断裂回廊」	 逢坂剛著

「東京帝国大叡古教授」	 門井慶喜著

「誓約」	 薬丸岳著

「ナイルパーチの女子会」	 柚木麻子著

「春雷」	 葉室麟著

「無限のビィ」	 朱川湊人著

「思い出は満たされないまま」	 乾緑朗著

「鬼談」	 京極夏彦著

　くらし　

「年金世代の介護よろずお悩み相談」
	 おちとよこ著

「育てておいしいヘルシー植物」
	 池上文雄監修

「手作り「ジュース酵母」のパンレシピ」
	 岡本智美著

　健　康　

「10 歳若返る！姿勢のバイブル」	  中村格子著

「今すぐできる！肩こり・首痛を治す 32
のルール」	 中川静紀著

「寝たまんまできる〈病気封じ〉体操」
『健康』編集部編

　子育て　

「運動会までにどんどん子どもの足が速
くなる！」	 川本和久監修

「子どもはみんな問題児。」	 中川李枝子著

「頭がよくなる整理術」	 大法まみ著

児 童 書
「ヒトニツイテ」	 五味太郎作

「やさしさとおもいやり」	 宮西達也作

「思春期」	 小手鞠るい作

「はじめての手作り科学遊び 3」	 西博志作

「マララとイクバル」	ジャネット・ウィンター作

2 日（火）	 城山西小学校	 13:00～13:25
3 日（水）	 安諦小学校	 13:00～13:30

	 →久野原小学校	 14:15～14:30
5 日（金）	 こころの医療センター	 14:30～15:00

	 →西ケ峯小学校	 15:40～16:00
9 日（火）	 鳥屋城小学校	 12:50～13:20

10 日（水）	 石垣小学校	 13:00～13:20
12 日（金）	 八幡小学校	 13:00～13:45
16 日（火）	 城山西小学校	 13:00～13:25
17 日（水）	 田殿小学校	 13:00～13:30
19 日（金）	 こころの医療センター	 14:30～15:00
	 →西ケ峯小学校	 15:40～16:00

6月のおはなしマラソン（絵本の読み聞かせ）
保育園児～小学校低学年対象
13 日（土）10：00～10：30　場所／金屋図書館

おひざで抱っこのおはなし会
（わらべうた教室）0 ～ 2 歳児対象
9 日（火） 10:00 ～ 11：00

「こどものスペース」　場所／金屋図書館

ブックラザ（親子創作造形遊び）
2 ～ 4 歳までの親子対象
25 日（木） 10:00～11：00　場所／金屋図書館
イカレレで君もミュージシャン♪　「うらしまたろう」

6月の移動図書館 6月のイベント情報

星野 イクミ星野 イクミ
プロフィールプロフィール

１９６９年奈良生まれ。嵯峨美術短期大学卒業。

日本児童出版美術家連盟会員。絵本、童話の

挿絵を手掛ける。挿絵に『ゴエさん』(朝日学生

新聞社 )、絵本に『キウイフルーツの絵本』

(農文協 )、『ながぐつをかいに』

(フレーベル館 )など。

１９６９年奈良生まれ。嵯峨美術短期大学卒業。

日本児童出版美術家連盟会員。絵本、童話の

挿絵を手掛ける。挿絵に『ゴエさん』(朝日学生

新聞社 )、絵本に『キウイフルーツの絵本』

(農文協 )、『ながぐつをかいに』

(フレーベル館 )など。

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580
開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

水道課
吉備会館

ALEC
交
番

鳥尾川

阪
和
自
動
車
道

有田川

マンション

↓

↓

↓

↓

⇔

ＡＬＥＣ看板

ＡＬＥＣ看板
小さな駅美術館
Ｐｏｎｔｅ　ｄｅｌ　Ｓｏｇｎｏ
（藤並駅2Ｆ）

有田南
ＩＣ

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。） 入場無料

星野イクミ原画展星野イクミ原画展

ＪＲ藤並駅２Ｆちいさな駅美術館 Ｐonte del SognoＪＲ藤並駅２Ｆちいさな駅美術館 Ｐonte del Sogno

2015年2015年6月２日 (火 )

　～6月30日(火)

6月２日 (火 )

　～6月30日(火)
( 最終日は 15：00 で 終了致します)

6月13日（土）午後1：30～
ちいさな駅美術館

募集人数：50名 (先着順 )
募集期間：5月 23日 (土 )～定員になり次第受付終了
受付場所：ちいさな駅美術館 (電話申し込み可 )

※要申し込み
※要申し込み
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た

ご
み
は
、 

製
鉄
所
の
コ
ー
ク
ス
炉
で
熱
分

解
さ
れ
、
炭
化
水
素
油
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
原
料
や
鉄
鉱
石
の
還
元
剤
と
し
て

再
利
用
さ
れ
ま
す
。
製
鉄
所
に
お
い
て
も

手
作
業
で
異
物
を
取
り
除
く
作
業
工
程
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
『
禁
忌
物
』
と
呼

ば
れ
る
異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、
引
き

取
り
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
有
田
川
町
の
分
別
は
今

の
と
こ
ろ
よ
く
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

今
後
も
次
の
よ
う
な
禁
忌
物
を
入
れ
な
い

よ
う
に
十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

■
禁
忌
物

○
危
険
物
…
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
、
乾
電
池
、

カ
ミ
ソ
リ
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど

○
医
療
系
…
注
射
器
、
点
滴
セ
ッ
ト
、

チ
ュ
ー
ブ
な
ど

近
年
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
よ
り
も
製

造
過
程
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
少
な
い
紙
製
の
カ
ッ
プ
め
ん
容
器
が
増

え
て
い
ま
す
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
容
器
と
紙
製
の

容
器
で
、
ご
み
の
分
別
方
法
に
違
い
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
夏
前
に
な
り
ま
す
と
町
内
の
川

で
「
魚
が
死
ん
で
浮
い
て
い
る
」
な
ど
の

通
報
を
受
け
ま
す
。
夏
場
の
猛
暑
で
水
温

が
高
く
な
り
、
酸
欠
が
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
多
く
は
農
薬
散

布
の
方
法
や
残
農
薬
を
そ
の
ま
ま
川
に
流

し
て
し
ま
う
な
ど
の
不
適
切
な
廃
棄
処
分

に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
薬
以
外
に
も
、
事
業
所
（
工

場
や
飲
食
店
）
か
ら
の
廃
油
な
ど
が
流
出

す
る
事
故
も
数
件
あ
り
ま
す
。

魚
が
死
ぬ
と
付
近
一
帯
に
異
臭
を
放

ち
、
大
変
迷
惑
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
生

態
系
を
崩
す
大
き
な
問
題
で
す
。

川
へ
の
残
農
薬
な
ど
の
放
流
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

禁
忌
物

紙
製
の
カ
ッ
プ
め
ん
容
器
は

『
燃
え
る
ご
み
』で
す

川
を
大
切
に
！

『
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
』

ハ
エ
や
蚊
な
ど
の

害
虫
発
生
予
防
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
ハ
エ
や
蚊
な

ど
の
害
虫
が
発
生
す
る
季

節
に
な
り
ま
す
。
町
内
で

も
地
域
に
よ
っ
て
は
ハ
エ

の
大
量
発
生
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ハ
エ
の
主
な
発
生
源
は
畜
舎
、
有
機
肥

料
、
腐
敗
し
た
果
物
・
野
菜
、
ご
み
集
積

場
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
管
理
に
は
特

に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
株
式
会
社
は
ま
だ
』様
か
ら

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

い
た
だ
き
ま
し
た

町
が
古
紙
の
回
収
を
委
託
し
て
い
る
業

者
で
あ
る
、「
株
式
会
社
は
ま
だ
」
様
か

ら
４
月
７
日
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
約

２
０
０
箱
（
1
万
2
，0
0
0
ロ
ー
ル
相
当
）

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
学
校
や
保
育
所
、
A
L
E
C
、（
備
蓄

品
と
し
て
）
各
防
災
関
係
施
設
へ
配
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
容
器

分
別
方
法

『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』

紙
製
容
器

分
別
方
法
『
燃
え
る
ご
み
』

※
紙
製
の
カ
ッ
プ
め
ん
容
器
は
内
側
が

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
臭
い

も
付
着
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
、
町
の
分
別
方
法
と
し
て
「
雑

が
み
」
で
は
な
く
、「
燃
え
る
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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皆
さ
ま
は
、「
危
険
物
安
全
週
間
」
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
か
ら
気
温
が
高
く
な
り
、
危
険
物

の
自
然
発
火
な
ど
に
よ
る
火
災
の
危
険
が

大
き
く
な
る
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
6
月
の
第
2
週
を
「
危
険
物
安
全
週

間
」
と
し
て
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業

所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
と
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
危
険
物
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
お
よ
び
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
、
県
、
市
町
村
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

危
険
物
と
は
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
油
性

塗
料
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
発
火
性
ま
た
は
引
火
性
の
高

い
物
品
で
あ
り
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
大

惨
事
へ
と
つ
な
が
る
潜
在
的
な
危
険
性
を

有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貯
蔵
タ
ン
ク
な

ど
か
ら
の
油
な
ど
の
漏
れ
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。
各
消
防
署
は
管
内
の
危
険
物
施

設
へ
の
立
ち
入
り
検
査
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

家
庭
内
に
お
い
て
は
、
危
険
物
に
該
当

す
る
製
品
の
取
り
扱
い
上
の
注
意
事
項
を

よ
く
読
む
な
ど
、
身
の
周
り
に
あ
る
危
険

物
の
正
し
い
取
り
扱
い
を
十
分
理
解
し

て
、
危
険
物
に
関
す
る
事
故
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
定
量
の
危
険
物
を
貯
蔵
、
ま

た
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
消
防
法
に
よ
り

消
防
署
へ
の
届
出
や
許
可
が
必
要
と
な

り
、
規
制
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
／
平
日　

19
時
～
23
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

9
時
～
23
時

携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
か
ら
は

☎
♯
8
0
0
0

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
等
か
ら
は

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
8
0
0
0

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
す
ぐ
に
病
院
で
受

診
し
た
方
が
い
い
の
か
ど
う
か
を
迷
う
保

護
者
の
方
に
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。
診

察
病
院
の
紹
介
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

病
院
紹
介
は
「
和
歌
山
県
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9

（
24
時
間
体
制
）

子
ど
も
の
発
熱

家
庭
で
の
対
処
法

子
ど
も
の
熱
が
38
度
台
ま
で
で
、
元
気
が

あ
る
場
合
は
、
解
熱
剤
で
無
理
に
熱
を
下
げ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
熱
剤
を
使
う
と

か
え
っ
て
体
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
熱
を
下
げ
た
い
と

き
は
、
薄
着
に
し
て
体
の
熱
を
発
散
し
や

す
い
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
厚
着
さ
せ
る
こ
と
や
、
布
団
で

く
る
む
よ
う
に
し
て
暖
か
く
す
る
こ
と

は
逆
効
果
に
な
り
ま
す
。
大
人
の
目
の

届
く
と
こ
ろ
に
寝
て
い
る
限
り
、
布
団

を
か
け
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
と
き
は
、
い
つ

も
以
上
に
汗
を
か
き
ま
す
。
ま
た
、
胃
腸

の
働
き
が
多
少
弱
る
の
で
、
い
つ
も
と
同

じ
食
事
で
は
胃
腸
に
負
担
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、

多
め
の
水
分
補
給
と
消
化
吸
収
し
や
す

い
も
の
で
栄
養
補
給
を
さ
せ
る
こ
と
で

す
。ご

厚
意
の
活
用

救
急
業
務
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
昨
年
、
町
内
在
住
の
方
（
匿
名
）

か
ら
金
5
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
こ
の
た
び
各
消
防
署
の
高

規
格
救
急
車
に
低
体
温
（
20
度
～
）
も

測
定
で
き
る
体
温
計
を
購
入
い
た
し
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
5
件

　

救　
　

急
…
…
…
4
9
6
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
5
件

（
平
成
27
年
4
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

平
成
27
年
度  

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
無
事
故
へ
と 

気
持
ち
集
中 

は
っ
け
よ
い
」

危
険
物
安
全
週
間

子
ど
も
緊
急
相
談
ダ
イ
ア
ル

＃
8
0
0
0

判
断
に
迷
っ
た
ら
…

す
ぐ
に
病
院
に

行
っ
た
ほ
う
が
い
い
？

そ
れ
と
も
様
子
を
見
て

大
丈
夫
？
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4
月
22
日（
水
）、
金
屋
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
、
平
成
27
年
度
「
人
権
機
関
有

田
川
」
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
人
権
機
関
有
田
川
」
は
、
す
べ
て
の

国
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
基
本
的
人

権
尊
重
の
理
念
を
普
及
さ
せ
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
努
め
、
町
民
が
互
い
に
認
め

合
い「
幸
福
な
生
活
が
営
め
る
町
づ
く
り
」

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
を
尊
重
し
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
人
権

の
原
点
で
あ
り
ま
す
。
身
体
の
状
況
や
置

か
れ
て
い
る
環
境
の
違
い
、
男
女
差
、
年

齢
差
な
ど
、
人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。

誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

り
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
こ
そ

人
権
で
す
。
こ
の
こ
と
に
気
付
き
理
解
し

て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
自
分
自
身
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
、
寄
り
添
い
、
支
え
あ
っ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
役
割
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
に
沿
っ
て
、
今
後
も
研
修
会
な
ど

で
研
さ
ん
を
積
み
、
映
画
会
や
講
演
会
な

ど
を
通
じ
て
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

●
子
ど
も
の
人
権
相
談
会
実
施

・
期
間
／
6
月
22
日（
月
）
～
28
日（
日
）

・
時
間
／
8
時
30
分
～
19
時
（
平
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
（
土
日
祝
）

☎
0
1
2
0
‐
0
0
7
‐
1
1
0

　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

・
相
談
内
容
／
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子

ど
も
に
関
す
る
人
権
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
和
歌
山
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1

お
知
ら
せ

6
月
18
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時

人
権
だ
よ
り
　
114

人
権
機
関
有
田
川
　
定
期
総
会
開
催

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

人権機関有田川 役員名簿	（順不同）

職名 住所 氏名
会長 清水 森 本 奉 子

副会長 吉原 水 野 哲 男
〃 下津野 栗 山 高 明

会計 庄 中 井 ■ 勇
理事 庄 西 井 弘 子
〃 井口 中　西　久光江
〃 徳田 小 池 　 実
〃 下津野 栗　山　きぬ子
〃 金屋 東 　 敏 雄
〃 中井原 中 西 郁 子
〃 川口 久 保 好 美
〃 楠本 今 北 純 子
〃 清水 川 村 昌 嗣
〃 二川 前 覚

監事 吉原 佐々木　信　彦
〃 清水 南　　　恭　一

委員 賢 三 木 和 幸
〃 長田 山 﨑 一 幸
〃 上中島 菅 原 光 夫
〃 水尻 橋 本 　 彰
〃 天満 﨑 山 誠 子
〃 青田 山 口 芳 子
〃 小川 畑 中 泰 武
〃 中井原 滝 　 雅 之
〃 粟生 前久保　やよい
〃 三田 鈴　間　眞佐子
〃 井谷 大 西 恭 子
〃 久野原 弓 庭 妙 子
〃 天満 牛 居 美 佐
〃 徳田 福 居 敏 郎
〃 吉原 里 　 義 和
〃 天満 木 下 禎 子
〃 粟生 岡 　 省 吾
〃 長田 岩 倉 伸 治
〃 庄 水 口 　 朗
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まちのデータ
（平成 27 年 4 月末日現在）

人口 27,383 人

男 12,869 人

女 14,514 人

10,423 世帯

交通事故発生件数
（4月中、物損含む）

有田川町 38 件
死者 0 人　負傷 2 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

6
月
の
行
政
相
談

●
6
月
18
日（
木
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
清
水
会
館
和
室

13
時
～
15
時
30
分

●
6
月
25
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

も
の
わ
す
れ
相
談
実
施
の
お
知
ら
せ

認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

「
最
近
、
も
の
わ
す
れ
が
多
く
て
…
。」

「
年
相
応
の
も
の
わ
す
れ
か
ど
う
か
心
配

…
…
。」
な
ど
の
不
安
や
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

次
の
日
程
で
『
も
の
わ
す
れ
相
談
』
を

実
施
し
ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
認
知
機
能

検
査
の
あ
と
、
医
師
が
個
別
に
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。ご
本
人
か
ら
、ご
家
族
か
ら
、

ど
な
た
か
ら
の
相
談
で
も
大
丈
夫
で
す
。

利
用
料
は
無
料
で
、
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
次
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
1
日
5
人
の
定
員
の
た
め
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程
／
6
月
25
日（
木
）13

時
30
分
～
15
時

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
／
金
屋
庁
舎
長
寿

支
援
課
・
有
田
川
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
３
２
‐
5
1
0
2
）

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
し
ま
せ
ん
か

労
働
局
で
は
労
働
条
件
の
変
更
や
解
雇

な
ど
職
場
に
お
け
る
民
事
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
労
働
問
題
に
つ
い
て
、
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
相
談
な
ど
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

労
働
関
係
に
関
す
る
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
の
紛
争
に
つ
き
ま
し
て
は
、
労
働

局
長
の
委
任
す
る
『
紛
争
調
整
委
員
会
に

よ
る
あ
っ
せ
ん
』
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
各
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お

い
て
、
個
別
労
働
紛
争
の
未
然
防
止
や
自

主
的
解
決
の
促
進
の
た
め
、
紛
争
当
事
者

な
ど
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
必
要
な
助

言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
な
ど
で
お
困
り
の
事
業

主
、
労
働
者
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
に
関
す
る
ご

相
談
は
、
次
の
各
相
談
窓
口
ま
で

・
和
歌
山
労
働
局

　

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
0
2
0

・
御
坊
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
７
３
８
‐
２
２
‐
３
５
７
１
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子
育
て
応
援

◆
◆
◆

有
田
川
町
子
育
て
応
援
商
品
券
を

給
付
し
ま
す

有
田
川
町
で
は
、
町
内
の
消
費
喚
起
に

資
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
1
人
に
つ
き
1
万
円
分
の

商
品
券（
有
田
川
町
子
育
て
応
援
商
品
券
）

を
給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象

の
方
に
は
6
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
商
品
券
の
給
付
対
象
と
な
る
子

平
成
27
年
4
月
1
日
【
基
準
日
】
に
お

い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
者
の
う
ち
、
15
歳
未
満
の
子
（
平
成
12

年
4
月
2
日
か
ら
平
成
27
年
4
月
1
日
生

ま
れ
ま
で
の
子
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
の
日
ま
で
に
転
出
な
ど

を
さ
れ
た
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
商
品
券
給
付
対
象
者

前
述
「
支
給
対
象
と
な
る
子
」
の
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
世
帯
構
成
者
な
ど
の
方
の
代

理
申
請
も
可
能
で
す
。

●
応
援
の
内
容

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
1
人
に
つ
き

1
万
円
分
の
「
有
田
川
町
子
育
て
応
援
商

品
券
」
を
給
付
し
ま
す
。（
1
，
0
0
0

円
券
×
10
枚
、
商
品
券
取
扱
店
全
店
で
利

用
可
能
で
す
）

●
申
請
期
間
な
ど

平
成
27
年
7
月
1
日
（
水
）

～
平
成
27
年
8
月
31
日
（
月
）

※
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
は
平
日
以
外
に

も
7
月
第
1
お
よ
び
第
2
土
日
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
清
水
行
政
局
は
平
日
以
外
に
も
7
月
第

1
土
日
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
場
所

商
品
券
と
の
引
き
換
え
と
な
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
申
請
場
所
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
吉
備
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
／
吉
備
庁

舎
（
8
月
以
降
は
金
屋
庁
舎
）

・
金
屋
地
区
・
中
原
・
川
合
・
北
野
川
・

二
澤
・
粟
生
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
／

金
屋
庁
舎

・
そ
の
他
の
清
水
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

／
清
水
行
政
局

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課

 

手
当
て

◆
◆
◆

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

特
別
弔
慰
金
と
は
、
国
が
戦
没
者
な
ど

の
遺
族
に
対
し
て
、
戦
後
70
周
年
の
節
目

を
と
ら
え
て
国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
、
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
支
給
対
象
者

平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
戦
没

者
に
か
か
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な

ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
１
人
に

支
給
し
ま
す
。

（
支
給
順
位
）

1
．
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
な
ど
の
子

3
．
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④

兄
弟
姉
妹
。
た
だ
し
、
平
成
27
年
4
月

1
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変

わ
っ
て
い
る
方
、
遺
族
以
外
の
方
と
養

子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除
く
。

4
．
前
述
3
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

5
．
前
述
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族
。
た
だ
し
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

時
ま
で
に
引
き
続
き
1
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
の
み
。

※
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
遺
族
は
、
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
（
生
ま

れ
て
い
た
こ
と
）
が
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
子
に
つ
い
て
は
戦
没
者

な
ど
の
死
亡
当
時
の
胎
児
も
含
み
ま

す
。

●
支
給
内
容

額
面
25
万
円
、5
年
償
還
の
記
名　

国
債

●
請
求
期
間

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

●
請
求
手
続
き
の
窓
口

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室

※
第
8
回
ま
た
は
第
9
回
特
別
弔
慰
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
ご

遺
族
さ
ま
に
対
し
て
、
5
月
中
旬
こ
ろ

に
案
内
を
送
付
さ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
指
定
の
受
付
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・

　

県
庁
福
祉
保
健
総
務
課

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
４
７
６
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案 

内

◆
◆
◆

近
畿
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

悪
質
な
投
資
詐
欺
に
ご
注
意
！

「
未
公
開
株
」「
私
募
債
」「
フ
ァ
ン
ド
」

「
F
X
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
投
資
商
品
に
つ
い
て
、
投
資
詐
欺

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
投
資
話
を

持
ち
掛
け
、
す
ぐ
に
取
り
引
き
し
な
い
と

権
利
が
な
く
な
る
な
ど
と
急
が
せ
、
早
く

お
金
を
渡
す
よ
う
に
要
求
し
て
き
ま
す
。

お
金
を
渡
す
前
に
、
迷
わ
ず
近
畿
財
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
き
ん
ざ
い
金
融
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

　

☎
０
６
‐
６
９
４
９
‐
６
２
５
９

　
（
平
日
9
時
～
17
時
）

屋
外
広
告
物
の

許
可
申
請
に
つ
い
て
の
ご
案
内

屋
外
広
告
物
は
、
身
近
な
情
報
手
段
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
街
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
す
る
た
め
に

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
濫
す
る
と
街

の
景
観
や
風
致
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
和
歌
山
県
で
は
良
好
な
景

観
の
形
成
、
ま
た
は
、
風
致
の
維
持
お
よ

び
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
を
目
的
と

し
て
、
屋
外
広
告
物
が
適
正
に
提
出
さ
れ

る
よ
う
条
例
に
よ
り
ル
ー
ル
を
定
め
て
お

り
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
際
は
町
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

和
歌
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
詳
細
に

つ
い
て
は
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
都
市
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（http://w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/080900/index.htm
l

）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課

二
川
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
期
と
な
り
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
放

流
に
よ
り
水
位
が
上
昇
し
ま
す
の
で
、
河

川
内
に
お
ら
れ
る
方
や
、
お
い
て
い
る
物

件
は
、早
め
に
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
や
、

移
動
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
河
川
雨
量
情
報
（
二
川
ダ
ム
情
報
）

http://kasensabo02.pref.w
akam

a.
lg.jp/suii/400/470/470.htm

l

●
携
帯
端
末
の
場
合
（
二
川
ダ
ム
情
報
）

h
ttp

://k
asen

sab
o02.p

ref.
w

akayam
a.lg.jp/keitai/dam

/
index402.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
県
有
田
振
興
局

建
設
部
・
二
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

　

☎
０
７
３
７
‐
２
３
‐
０
２
５
１
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第
57
回
「
水
道
週
間
」

6
月
1
日
～
7
日
は
水
道
週
間
で
す

●
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
カ
ラ
カ
ラ
で 

蛇
口
に
飛
び
込
む 

僕
の
口
」
で
す
。

こ
の
水
道
週
間
は
、
国
民
各
層
に
対
し

て
、
水
道
事
業
の
現
状
や
、
よ
り
質
の
高

い
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

今
後
の
水
道
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

協
力
を
得
る
た
め
に
重
要
な
意
味
を
も
つ

も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
有
田
川
町
に
お
い
て
は
、
災
害

対
策
の
推
進
の
た
め
に
、
給
水
車
の
配
置

お
よ
び
災
害
用
備
蓄
水（
有
田
川
神
聖
水
）

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

●『
水
を
大
切
に
！
』

わ
た
し
た
ち
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝

る
ま
で
、
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
水
が
出
て
き
ま
す
。
し
か
し

災
害
な
ど
で
水
が
足
り
な
く
な
る
と
水
の

大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
毎
日
の
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
そ
れ

が
『
水
』
で
す
。

そ
の
『
水
』
は
決
し
て
豊
富
で
は
な
く
、

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

限
り
あ
る
水
を
大
切
に
使
う
た
め
、
今

一
度
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
水
の
使
い

方
を
見
直
し
、
無
駄
な
使
用
を
改
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
日
々
の
暮
ら
し
に
は
必
要
不
可

欠
な
水
を
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
・
清
水
行
政
局

建
設
環
境
室

福 

祉

◆
◆
◆

児
童
手
当
現
況
届
お
よ
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
お
知
ら
せ

●
児
童
手
当
現
況
届

こ
の
届
け
出
は
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
状
況
、
お
よ
び
6

月
1
日
現
在
に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況

を
把
握
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。こ

の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
手
当
て
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
記
載
事

項
、
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、

6
月
中
に
お
届
け
下
さ
い
。

な
お
、
受
給
者
の
方
に
は
案
内
文
と
現

況
届
を
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
手

続
き
と
な
り
ま
す
。

○
届
出
期
限
／
平
成
27
年
6
月
30
日（
火
）

○
必
要
な
も
の

・
児
童
手
当
現
況
届

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要
）

・
そ
の
他
支
給
事
由
や
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
書
類

・
印
鑑

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏

ま
え
、
子
育
て
世
代
に
対
し
て
臨
時
特
例

的
な
給
付
措
置
を
行
う
も
の
で
、
児
童
手

当
現
況
届
と
一
緒
に
申
請
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
案
内

文
と
申
請
書
は
、
児
童
手
当
の
現
況
届

の
手
続
き
と
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
案
内
文
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
方

・
公
務
員
の
方
で
所
属
す
る
官
庁
に
お
い

て
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
、「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
要
件
を

満
た
す
場
合
は
、
平
成
27
年
5
月
31
日

時
点
で
有
田
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

・
勤
務
地
か
ら
「
申
請
書
」
お
よ
び
「
児

童
手
当
（
特
例
給
付
）
受
給
状
況
証
明

書
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
有
田
川

町
役
場
ま
で
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
配
偶
者
か
ら
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て

い
る
方

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

手
続
き
に
関
し
て
、
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
を
理
由
に
避
難
し
、
住
民
票
を
異
動

し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
早
め
の

事
前
申
し
出
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
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募 

集

◆
◆
◆

「
Ｕ
Ｉ
和
歌
山
就
職
ガ
イ
ド
」

メ
ル
マ
ガ
登
録
募
集

和
歌
山
県
で
は
、
県
内
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
求
人
情
報
や
就
職
面
談
会
の
ご

案
内
な
ど
、
就
職
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と

め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
U
I
わ
か
や
ま

就
職
ガ
イ
ド
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

新
卒
の
方
で
も
中
途
採
用
の
方
で
も
、

役
に
立
つ
情
報
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
メ
ル
マ
ガ
登
録
を
し
て
い
た
だ

く
と
、
県
か
ら
の
就
職
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

だ
け
で
な
く
、
企
業
か
ら
の
情
報
も
直
接

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
掲
載
情
報
／

登
録
企
業
の
採
用
情
報

就
職
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.w

akayam
a-uiturn.jp/

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
県
商
工
観
光
労

働
部
労
働
政
策
課

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
8
0
5

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第
2
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
学
か
ら

科
学
ま
で
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
6
月
15
日
（
月
）
か
ら
9

月
20
日
（
日
）
ま
で
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
出
願
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

資
料
の
お
取
り
寄
せ
は
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
放
送
大
学
和
歌
山
学
習

セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

日
本
遺
族
会
よ
り

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」参
加
者
募
集

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
な

ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万
円
。
5

年
を
経
過
し
た
方
（
平
成
21
年
以
前
参
加

者
）
は
2
回
目
の
応
募
が
で
き
ま
す
。

※
終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊
に
つ
い
て

は
、
5
年
を
経
過
し
て
い
な
く
て
も
応

募
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
前
回
洋
上

慰
霊
参
加
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

■
申
し
込
み
／
和
歌
山
県
遺
族
連
合
会

　

☎
０
７
３
‐
４
２
４
‐
５
８
１
３

保 

険

◆
◆
◆

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
手
続
き
は
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日

ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
年
度
当
初
に
概

算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
当
初
に
確

定
申
告
の
う
え
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
確
定
・
概
算
の

手
続
き
を
同
時
に
行
う
こ
と
を
「
年
度
更

新
」
と
い
い
ま
す
。

事
業
場
あ
て
に
年
度
更
新
用
の
申
告
書

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
作
成

の
上
、
7
月
10
日
ま
で
に
申
告
・
納
付
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
は
、
最
寄
り
の
集
合
受
付
会

場
、
各
労
働
基
準
監
督
署
、
和
歌
山
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
の
窓
口
（
郵

送
可
）
に
お
け
る
受
け
付
け
、
又
は
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
行

う
同
時
納
付
、
も
し
く
は
電
子
申
請
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
0
2
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防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

採
用
試
験
に
つ
い
て

●
日
時
／

　

6
月
14
日（
日
）

　
　

受
け
付
け
は
6
月
12
日（
金
）
ま
で

　

6
月
24
日（
水
）

　
　

受
け
付
け
は
6
月
22
日（
月
）
ま
で

●
採
用
後
の
待
遇
な
ど

・
自
衛
官
候
補
生
手
当

　

／
月
額
12
万
５
，５
０
０
円

・
2
士
任
官
後
、
月
額
16
万
１
，６
０
０

円
（
地
域
手
当
な
ど
を
除
く
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
自
衛
官
任
官
時
に
一
時
金
と
し
て
、

17
万
6
，0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
各
種
手
当
て
／
2
士
任
官
後
に
地
域
手

当
、
寒
冷
地
手
当
、
航
海
手
当
、
乗
り

組
み
手
当
な
ど
が
該
当
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
年
2
回
期
末
、
勤
勉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部　

有
田
募
集
案
内
所

　

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

　

和
歌
山
県
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２

☎
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　

０
７
０
‐
６
５
８
９
‐
０
３
２
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

re
c
ru
it1
-w
a
ka
ya
m
a
@
p
c
o
.

m
od.go.jp

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集

●
そ
の
他

入
居
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。
家
賃
は
、
入
居
者
の
所

得
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

一
部
電
灯
や
コ
ン
ロ
な
ど
を
取
り
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
入
居
者
で
取
り
付

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清

水
行
政
局
建
設
環
境
室

第
36
回 

青
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

富
士
山
麗
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年
が
、
キ
ャ

ン
プ
生
活
や
富
士
登
山
な
ど
の
野
外
活
動

を
共
に
し
な
が
ら
友
情
を
深
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
、「
仲
間
づ
く
り
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
大
切
さ
や
、
友
だ
ち

と
協
力
し
助
け
合
う
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

・
期
間
／
8
月
3
日（
月
）

　
　
　

～
8
月
6
日（
木
）　

3
泊
4
日

・
場
所
／
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー

・
定
員
／
日
本
人
80
人
、
外
国
人
20
人

・
対
象
／
小
学
3
年
生
～
中
学
3
年
生

・
内
容
／
富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、

野
外
炊
飯
体
験
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス

リ
ー
ピ
ン
グ
（
野
宿
体
験
）
な
ど

・
締
め
切
り
／
7
月
10
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／
公
益
財

団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kskk.or.jp

介
護
補
助
講
習
受
講
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
介
護

補
助
講
習
受
講
者
募
集
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
で
す
。

1．募集内容	
団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

長田住宅 有田郡有田川町
長田 272‐2 1 戸 10,900 円～

21,400 円
S49 建築 簡易耐火 2 階建
3DK・浴室・トイレ　52㎡

2．申し込みなどの日程
申込書配布期間 申し込みの受付場所

平成 27 年 6 月 10 日（水）〜

吉備庁舎建設課申し込みの受付期間
平成27年6月17日（水）～平成27年6月26日（金）

8 時 30 分～ 17 時 15 分
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住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
・

耐
震
改
修
補
助
希
望
者
募
集

平
成
27
年
度
の
住
宅
耐
震
診
断
、
耐
震

設
計
、
耐
震
改
修
補
助
の
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
（
国
・
県
・
町

が
負
担
す
る
た
め
無
料
）、
非
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
（
国
・
県
・
町
が
一
部
補
助
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
の

結
果
、耐
震
性
が
低
い
建
物
の
耐
震
設
計
、

耐
震
改
修
（
建
て
替
え
を
含
む
）
を
す
る

場
合
は
、
費
用
の
一
部
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
27
年
度
は
、
耐
震

ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
補
助
対
象

に
追
加
し
ま
し
た
。

●
耐
震
診
断
対
象
住
宅

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
居
住
木
造
住
宅
で
（
専
用
住
宅
・
併

用
住
宅
・
長
屋
住
宅
・
共
同
住
宅
）
在

来
工
法
（
軸
組
み
工
法
・
伝
統
的
工
法
）

で
あ
る
こ
と

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
居
住
非
木
造
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
で
、
か
つ
延
べ
面
積

2
0
0
㎡
以
下
の
住
宅

●
耐
震
設
計
補
助

耐
震
診
断
の
結
果
耐
震
性
が
低
い
場
合

に
は
、
耐
震
設
計
を
行
う
も
の
に
対
し
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
1
．
0
未

満
の
木
造
住
宅
（
避
難
重
視
型
は
0
．

7
未
満
）

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
I
s
値
0
．6
未

満
ま
た
は
q
値
1
．0
未
満
の
非
木
造

住
宅

・
耐
震
設
計
費
の
2
／
3
以
内　

上
限
額

13
万
2
，0
0
0
円

●
耐
震
改
修
補
助
（
建
て
替
え
を
含
む
）

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い
場

合
に
は
、
耐
震
補
強
の
改
修
（
現
地
建
て

替
え
を
含
む
）
を
行
う
者
に
対
し
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

●
耐
震
改
修
補
助
対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
1
．0
未

満
の
木
造
住
宅
で
、
評
点
を
1
．0
以

上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
（
避
難
重
視

型
は
評
点
が
0
．7
未
満
の
木
造
住
宅

で
、
評
点
を
0
．7
以
上
1
．0
未
満
と

す
る
耐
震
改
修
工
事
）

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
I
s
値
0
．6
未

満
、
ま
た
は
q
値
1
．0
未
満
の
非
木

造
住
宅
で
、
I
s
値
0
．6
以
上
か
つ

q
値
1
．0
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工

事
●
耐
震
改
修
費
補
助
額
（
1
棟
あ
た
り
補
助
）

・
改
修
工
事
費
の
2
／
3
（
上
限
額

60
万
円
）＋
国
費
11
．5
％
（
上
限

額
41
万
1
，0
0
0
円
）＋
15
万
4
，

5
0
0
円
以
内
の
額

（
着
工
後
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
耐
震
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助

・
補
助
対
象

耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
1
．0
未

満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
居
住
す

る
世
帯

・
補
助
率
2
／
3
以
内　

上
限
額

26
万
6
，0
0
0
円

●
受
付
期
間

・
い
ず
れ
の
申
請
も
平
成
27
年
6
月
1
日

（
月
）～
平
成
27
年
6
月
30
日（
火
）
ま
で

※
期
間
内
に
耐
震
診
断
の
申
し
込
み
数
が

30
戸
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。
30
戸
に
満
た
な
い
場
合
は
達
す

る
ま
で
先
着
順
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
期
間
内
に
耐
震
改
修
の
申
し
込
み
数
が

5
戸
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。
5
戸
に
満
た
な
い
場
合
は
達
す

る
ま
で
先
着
順
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

町
の
事
業
で
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
耐
震

診
断
や
補
強
工
事
に
関
す
る
勧
誘
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
！

住
宅
無
料
点
検
・
補
強
工
事
を
強
要
す

る
悪
質
業
者
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建

設
課
・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
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催 

し

◆
◆
◆

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
川
町
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
第

２
弾
を
、
か
な
や
明
恵
峡
温
泉
に
て
開
催

し
ま
す
。
和
歌
山
の
お
ば
ち
ゃ
ん
こ
と
桂

枝
曾
丸
さ
ん
の
落
語
（
※
整
理
券
必
要
）、

抽
選
会
、
餅
投
げ
、
健
康
コ
ー
ナ
ー
、「
癒

し
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展
の
開
催
な

ど
、
当
日
は
か
な
や
明
恵
峡
温
泉
で
心
身

と
も
に
癒
さ
れ
ま
せ
ん
か
？
温
泉
と
セ
ッ

ト
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
整
理
券
は
６
月
８
日（
月
）
か

ら
、
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課
で
配
布
し
ま

す
。（
先
着
順
）

●
日
時
／
6
月
28
日（
日
）11

時
～
14
時
30
分

●
場
所
／
か
な
や
明
恵
峡
温
泉

（
有
田
川
町
修
理
川
81
―
3
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課

社
会
教
育
課
か
ら

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

●
有
田
川
町
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
7
月
5
日（
日
）
8
時
30
分
～

場
所
／
き
び
体
育
館

申
込
締
め
切
り
日
／
6
月
16
日（
火
）

●
字
別
＆
事
業
所
別
対
抗　

第
5
回

有
田
川
町
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
6
月
28
日
（
日
）

場
所
／
き
び
体
育
館
（
男
子
）

　
　
　

吉
備
中
学
校
体
育
館
（
女
子
）

参
加
費
／
1
チ
ー
ム
に
つ
き

　
　
　
　

1
，0
0
0
円

申
込
締
め
切
り
日
／
6
月
16
日（
火
）

※
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
を
6
月
17
日（
水
）

19
時
よ
り
、
金
屋
庁
舎
に
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

23
日（
火
）
で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

6
月
の
献
血

●
6
月
12
日（
金
）

・
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎

10
時
～
12
時

・
小
川
小
学
校

13
時
30
分
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

　
　
お
詫
び
と
訂
正

◆
◆
◆

広
報
有
田
川
5
月
号
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た「
あ
な
た
の
健
康
を
支
え
る『
国

民
健
康
保
険
』」
で
、
一
人
当
た
り
の
医

療
費
（
1
月
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
し
く
は
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

（
2
月
）で
す
。

「Sweet 10
Aridagawa 2015 in
かなや明恵峡温泉」
を開催 !
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庄シ
ョ
ウ

二ニ
庄シ
ョ
ウ

一イ
チ

上カ
ミ

中ナ
カ

島シ
マ

長ナ
ガ

田タ角
ス
ミ
尾オ

中ナ
カ
出イ
デ
船フ
ナ

坂サ
カ

長ナ
ガ

谷タ
ニ

田タ

角ズ
ミ
賢カ
シ
コ

井イ
ノ

口ク
チ

大オ
オ

谷タ
ニ

田タ

口グ
チ

大オ
オ

賀カ

畑ハ
タ

野ノ

田ダ
小オ

島シ
マ

明ミ
ョ
ウ
ジ

王
寺

熊ク
マ

井イ

な
ぎ
の
里サ
ト

熊ク
マ

井イ
水ミ
ズ

尻シ
リ
奥オ
キ
植ウ
エ

野ノ
土ハ

生ブ
高タ
カ

瀬セ
北キ
タ

筋ス
ジ

一ヒ
ト

ツツ

松マ
ツ

天テ
ン

満マ
区
名

岡
本　

晃
記

馬
上　

忠
己

柳
川　

英
男

平
岡　

規
夫

九
之
池　

茂
紀

櫻
井　

吉
数

上
岡　

重
和

嶋
田　

雅
人

岩
祖　

秀
幸

坂
本　

拓
也

中
西　

文
廣

松
坂　

雅
巳

井
口　

和
広

稲
住　

昌
広

岡
﨑　

貞
夫

堀
内　

修
己

藤
岡　

辰
夫

中
東　

辰
次

竹
矢　
　

静

谷
岡　

一
也

須
佐
見　

敏
夫

林　
　

嘉
輝

上
田　

喜
代
一

佐
々
木　

邦
明

田
中　

秀
行

木
村　

一
幸

箸
尾　

行
男

児
島　
　

敏

氏
名

川カ
ワ

口グ
チ

岩イ
ワ

野ノ

河ガ
ワ

長ハ

谷セ

川ガ
ワ

金カ
ナ

屋ヤ

中ナ
カ

井イ

原バ
ラ

市イ
チ

場バ
中ナ
カ

野ノ

小オ

川ガ
ワ

丹タ
ン

波バ

小オ

川ガ
ワ

中ナ
カ
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れ
な
い
特
徴
が
数
多
く
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
図
案
は

明
恵
上
人
の
思
想
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

羅
漢
（
ら
か
ん
）
と
は
、
釈
迦
の
教
え
を
守
る
従
者
と
し
て

信
仰
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
は
鎌
倉
時
代
以
降
に
羅
漢
図
の
制

作
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
明
恵
上
人
は
、
羅
漢
に
特
別
な
思

い
入
れ
を
持
ち
、
自
身
の
存
在
を
羅
漢
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
展
示
会
で
も
各
地
の
十
六
羅

漢
像
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

浄
教
寺
に
伝
来
す
る
こ
れ
ら
の
寺
宝
は
、
自
ら
に
厳
し
い
修

行
を
課
す
と
と
も
に
、
多
く
の
後
進
を
育
て
、
戦
乱
に
よ
っ
て

身
寄
り
を
失
っ
た
女
性
た
ち
を
保
護
す
る
な
ど
、
実
践
的
な
宗

教
活
動
を
行
な
い
、
多
く
の
人
び
と
に
慕
わ
れ
た
明
恵
上
人
の

思
想
を
知
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

こ
の
た
び
、
浄
教
寺
（
有
田
川
町
長
田
）
所
蔵
の
寺
宝
が
、
東

京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展「
鳥
獣
戯
画（
ち
ょ
う
じ
ゅ

う
ぎ
が
）
―
京
都
高
山
寺
の
至
宝
―
」
に
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
展
覧
会
は
、墨
線
の
み
で
動
物
や
人
物
た
ち
を
躍
動
的
に
描
き
、

日
本
絵
画
屈
指
の
作
品
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
国
宝
、
鳥
獣
戯
画

の
修
理
が
完
成
し
た
こ
と
を
う
け
、
そ
の
全
巻
が
公
開
さ
れ
る
と

と
も
に
、
鳥
獣
戯
画
が
伝
来
し
た
高
山
寺
や
高
山
寺
を
再
興
し
た

明
恵
上
人
と
関
連
す
る
文
化
財
が
併
せ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

浄
教
寺
か
ら
出
陳
さ
れ
た
の
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

仏
涅
槃
図
（
ぶ
つ
ね
は
ん
ず
）
と
町
指
定
文
化
財
で
あ
る
十
六
羅

漢
像
（
じ
ゅ
う
ろ
く
ら
か
ん
ぞ
う
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
か
つ
て
田

殿
丹
生
神
社
の
裏
側
に
存
在
し
、
明
恵
上
人
も
そ
の
後
方
で
修
行

を
行
っ
た
最
勝
寺
（
さ
い
し
ょ
う
じ
）
か
ら
浄
教
寺
に
伝
来
し
た

も
の
で
す
。

涅
槃
図
と
は
、
釈
迦
が
亡
く
な
っ
た
際
の
情
景
を
描
い
た
も
の

で
、
釈
迦
の
周
り
に
は
そ
の
死
を
嘆
き
悲
し
む
人
物
や
動
物
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
に
制
作
さ
れ
た
浄
教
寺
の

涅
槃
図
は
、
釈
迦
が
横
た
わ
る
台
の
上
に
大
き
な
天
蓋
（
て
ん
が

い
）
が
描
か
れ
て
い
る
点
を
は
じ
め
、
通
例
の
涅
槃
図
に
は
見
ら

浄
教
寺
の
寺
宝
が

東
京
国
立
博
物
館
に
出
陳
さ
れ
ま
し
た
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